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山科駅前地区第一種市街地再開発事業により"RACT0山科"がオープンしました

出典ソtンフレット(本文中に関連記事があります)

ニユースレターもくじ

●RACT0山科がオープンしました
さと

●コウノト1ノの綴う郷を目指して

●或る被災マンションの復興に向けて

●「白壁アカデミア」オープン

●コタグデーインドネシアのまちなみ保存運動

●改革開放は今一中国訪問、印象記

●21世紀の都市(まち)づくり三田国際会議と

ライフデザイン市民フォーラムに参加して

●「ガンリアかめおか」を見学して

●「まちづくり交流フォーラム研究集会」の紹介

●京都ミニゼミ「まちを活かす新しい動き」を開催します

●アルパックプラネット8号発行

●おぉやふれあい市民農園農事通信険3

●新刊旧刊書評紹介
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アルパックニュースレタート1Q92

RACT0山科がオ

京都の東に新しいまちが誕生

京都市の東の玄関口である山科駅前地区に

新しいまちが完成しました。 9月円日に今回

完成したビルの竣工式が、また10月3日には

まち全体のオープニングセレモニーが開催さ

,れ、盛大に「まち開き」が行われました。

このまちは、京都市が施行する山科駅前地

区第一種市街地再開発事業により整備されま

した。 J R東海道本線・湖西線、京阪電鉄京

津線、昨年開通した地下鉄東西線の各山科駅

と山科地域のバス路線の結節点という交通の

要衝であり、山科地域の中心地として古くか

ら発展してきたこのまちにとって、駅前広場

など公共施設整備や商店街の近代化の遅れは

懸案事項で、再開発の実現は永い間の夢でし

た。そしてようやく今回まち開きにこぎ着け

ることができました。

洛東の楽都一「R A C T O (ラクト)山科」

このまちの愛称は「RAC TO (ラクト)山

科」、「洛東」と「楽都」をかけあわせたネ

ングです。 5月に愛称を一般公募したとーミ

ころ、全国から 8,181点の応募があり、その

中から親しみやすく、山科の歴史と立地をイ

メージできるという理由で選ぱれました。ま

たロゴマークも作成され、 4棟の再開発ビル

をモチーフとした形で、色調は京都を象徴し

た古代紫が用いられています。

オープンした4棟の複合機能ビル

この事業では約 2.8haの施行区域の中に、

「ラクト A ・ B ・ C ・ D」と名付けられた 4

棟の再開発ビルと道路や広場などの公共施設

の整備が行われました。

ラクトA 駅前の交通広場に面する「ラクト

プンレました

A」のコンセプトは、人と人との交流とくつ

ろぎを創造するターミナルコミュニティーゾ

ーンです。 1~8階の「ホテルブライトンシ

ティ山科」は、ゆったりしたシングルルーム

を中心とした 100室の宿泊室と大小宴会場や

レストランを備えたコミュニティホテルです。

地下鉄を降りて改札の目の前のBI・B2階

には地元商業者を中心に、様々な飲食・サー

ビスを提供する専門店街「ラクトメトロモー

ル」が構成されています。 2階は、地元の歴

史ある和風料亭「奴茶屋」となっています。

ラクトB 4棟のうち最も規模が大きい「ラ

クトB」は、カジュアルショッピングゾーン

がコンセプトです。 B I~4階には大型商業

施設として、地域に密着した新郊外型百貨店

「大丸やましな店」と、服飾、雑貨、食品、

飲食などの専門店が揃った「専門店街ラクト」

が入り、個性豊かなカジュアルライフを提案

する情報発進拠点を目指しています。フロア

中央部の4層の吹き抜け空問「アトリウム」

には、パイプオルガンが設置され、また特殊

な音響装置と38台のマルチスピーカーの自動

演奏により臨場感あふれる立体音響を楽しむ

ことができます(これだけの規模の演出は日

本初だそうです)。 5 ・ 6 階の「ラクトスポ

ーツプラザ」は京都市の施設で、25mの温水

プールと、最新設備を備えたトレーニングジ

ム、フィットネススタジオ、交流活動に使え

るコミュニティホールを備えた健康・文化施

設です。誰でも入場でき、 2時問 900円(大

人)でコミュニティホールを除く全施設が使

えるという料金設定も魅力です。その他、 B

2 ・ B 3 階には 364台の公共駐車場が、 5 ~

松尾高志
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9階には好評のうちに分譲を終えたマンショ

ン「メゾンウェスト」が併設されています。

ラクト C 「ラクト C」は、豊かな日常生活

を提案するシティサービスゾーンです。 1階

の金融機関と店舗や、 3階の医療施設など、

快適で便利な日々の生活を提案する施設が揃

つています。また2階の「京都市生涯学習総

合センター山科」は、京都市生涯学習センタ

(京都アスニー、中京区)の初めての分館

として整備されるもので、研修室、実習室、

サークル活動室、会議室や和室などと、生涯

学習情報プラザを備えており、様々な活動や

学習に利用できる施設となっています。また

4 ~ 9 階は分譲マンション「メゾンイースト」

となっています。

ラクトD 平成7年に一足早くオープンした

「ラクトD」は、まちの賑わいを演出するア

ミューズメントゾーンです。 1階のパチンコ

店の他、 2階以上には診療所やオフィスなど

が入居しています。

快適で潤いある公共空間

「ラクト山科」に今回整備された公共施設

は、 3つの交通広場、幹線街路、区画街路、

地下道、地下駐輪場などです(来年度には仮

設店舗跡地に公園を整備します)。

街並み・まちづくり総合支援事業を活用し

て整備された広場・街路については、バリア

フリーはもちろんのこと、グレードの高い都

市空問づくりに向け、照明、サイン、舗装、

植栽等に工夫をこらしています。また、街角

のあちらこちらに京都市の芸術系大学の先生

方が製作されたモニュメントと彫刻が設置さ

れています。その他に地下道には山科の名所

や史跡を紹介・案内する陶板レリーフや案内

地図、壁に飾られた楽器のレリーフを触ると

音楽を奏でる「山科シンフォニーウォール」

などが整備されています。

なお、これらの再開発ビルと公共施設の管

理は、第三セクターの山科駅前再開発(株)が

行っています。

ラクト山科とアルパック

アルパックが初めてこのまちの再開発の構

想づくりのお手伝いをさせてもらったのは、

30年前の昭和43年でした。それからしばらく

間が空いて、再度構想づくりに関わったのが

昭和51年、その年からずっと継続して基本計

画、公共施設計画、基本設計、事業計画、権

利変換計画、管理運営計画、景観形成計画な

どのお手伝いをさせていただきました。事業

推進は困難を極め、それだけに、今回のオー

プニングを迎えられたことは、感慨深いもの

があります。関係権利者の方々と、施行者の

京都市をはじめとする事業関係者の方々の努

力と熱意の賜物と感じております。

好調な滑り出し

さて、 3日のオープニングは、天候にも恵

まれ、ラクトBの商業施設を訪れた買物客は

約5万人と、予想を超えた好調な滑り出しを

見せています。しかし、厳しい経済情勢の中、

この好調さを本物にしていくことが重要です。

そのためには、再開発ビルだけではなく、周

辺商店街や地域を含めたまちの魅力づくりの

努力を続けていく必要があると思、います。

度お越しいただき「ラクト山科」の忌輝のな

い「激励」をお願いします。

(京都事務所まつぉたかし)

1998年11月1日
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アルパックニュースレター NQ92

コ ウノト
有機

問もなく始まるコウノト1ノ野生復帰作戦

国の特別天然記念物で国際的にも「絶滅危

倶種」などにされているニホンコウノトリ

(日本鶴。図 D を野生に戻す取り組みが、

兵庫県豊岡市で県と市との協力で進んでいる。

コウノトリは、昭和46年 a97D に最後の

1羽が人工飼育のため捕獲され日本の野外か

ら姿を消していた。しかし、最後の生息、地で

ある豊岡での長年の保護・増殖の努力がロシ

アからの若鳥の導入などもあって実を結び、

現在、約60羽にまで回復。その成果を受け、

豊岡市内の丘陵165haでコウノトリの野生復帰
きと

の基地となる「コウノトリの郷公園(仮称)」

が建設中で、来秋に一部オープンの予定。コ

ウノトリの飼育と野生復帰へのトレーニング

の場や研究所、並びに野生復帰やその生息環

ソの堤う郷を目指して
農業やビオトープづくり

きと

境づくりの意義やノウハウなどを啓発・普及

するコウノトリ文化館などが活動を始める。

この問まで共に暮らす仲問だった
えちの

江戸時代、大型の鳥は鷹狩りの獲物などと

して保護されていたが、明治に入ると乱獲さ

れた。コウノトリもほとんど亡んだ。

しかし、豊岡地方では、少し前まで野生コ

ウノトリが人々と共に暮らしていた(図 2)。

水辺での餌動物の激減とその原因

こうした記憶を持つ地域の人々に支えられ

コウノトリの野生復帰作戦が始まろうとして

いるが、その前には「野外での餌不足」とい

う大きな課題が横たわっている。この問題を

中心に現地の方々に色々教えていただきなが

ら、調査と対策案の検討を行った。

今なお、県下有数の広大な水田と長大な農

業用水路網が残る豊岡地方だが、かつては泥
ふな

田の中に鮒・蛙・どじょうなどのコウノトリ

の餌動物が豊富にいた。しかし、今の水田地

帯ではその姿はほとんど見られない。もちろ

ん、餌となる生き物がすむ自然河川なども残

るが、十分でない。

では、なぜこれらの餌動物が水田地帯から

いなくなったのだろうか。

まず、農薬や除草剤の影響が考えられるた

めコウノトリの野生復帰へ向け、農家により

農薬を使わない有機農法やアイガモ(合鴨)

農法の取り組みが広がりつつある。

しかし、環境ホルモンやダイオキシンなど

の問題は残るものの、一般的には今の農薬に

は以前ほどの強い(急性)毒性はない。その

ため別の原因も考えざるを得ないが、そこで

クローズ・アップされるのが、コウノトリの

重本幸彦

4

、屍'ー*
凄註長聖゛'

'

図1

'

ニホンコウノトリ(豊岡市教育蚕員会資料)

4゛
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図2:登校する子供たちを見守るコウノトリ
(写真:高形信雄氏。豊岡付近で戦後に撮影されたとみられる)
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図3:コンウリート製農樂用水路とほ場整備済み
水田からの排水口(右側)。排水口と排水路水面
とが大きく示離。魚が産卵のためさかのぼるのは

無理。豊岡市内で。

餌動物の繁殖や生息の場である水田・水路

河川など水辺の人工化だ。

水田のほ場整備により、自然の水路ωU川

は、生き物が横断や生息、しにくい垂直の3面

張りコンクリート水路になった。また、以前

はほぼ水平だった水田と水路との間に、乾田

化のための盛り土により数十Cmの段差が生じ、

さらに水路にも段差ができ魚、が流れをさかの

ぼり産卵地である水田に入れなくなった(図

3)。こうして、蛙や魚などが水田地帯など

から姿を消していったとみられる。

有機農業とビオトープづくりとが"鍵"

コウノトリの野生復帰には、無農薬の有機

農業などの普及とともに、ほ場整備がほぼ完

了している水田と水路、さらには人工的な河

川などを、生き物の生息にやさしい水辺に改

良することが望まれる。いわば、生き物のた

めの水辺の"バリアフリー"である。

しかし、ほ場整備済みの水田地帯や改修済

み河川を、自然性を豊かにするためとはいえ

今さら大幅改良するのは容易でない。そこで

求められるのが、「修復的多自然化工法」な

ど現実的な技術の研究開発である。

例えぱ、コンクリート水路について、"蛙

のための小橋"や段差への"小魚、道"の設置、

部分拡幅などにより流速をゆるめ土砂や藻の

ある"7k溜まり=魚のお家"などを所々に設

ける、あるいは、改修済み河川の高水敷きの

ウエットランド(湿地)化などだ(図 4)。

さらに、稲刈り後の田んぼに翌春まで水を

張ることや、里山管理により松枯れを防ぎコ

ウノトリが営巣場所として好む赤松の大木を

確保するなどのソフト面での対応も望まれる。

当面は、人工的な餌場や人工巣塔づくりが

課題であるが、将来、多数の野生コウノトリ

が留鳥として生息するためには、水田地帯や

里山一帯で、様々な工夫により面的広がりを

持ったビオトープ(生き物の生息、の場)づく

りを進めることが欠かせない。

そして、これらは農家をはじめ人々の理解

と協力なしには進まない性格のものである。

"コウノトリの祭う郷"へ高まる期待

今、コウノトリの野生復帰への期待が高ま

つている。それは、人々が"コウノトリの野
''

生復帰"という新しい視点の国際性のあるプ

ロジェクトに、時代の大きな変わり目を象徴

する何かを感じるからではないかと思われる。

そして"コウノトリの舞う郷"を目指す取

り組みは、結局の所、この地方を自然環境の

面だけでなく人問社会の面でも、生き生きと

させるのではないかと期待される。

(大阪事務所しげもとさちひこ)

1998年11月1日
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アルパックニュースンター NQ92

或る被災マンションの復興に向けて

震災復興は未だ終わらない

阪神・淡路大震災から、早 3年10ケ月が経

過しました。アルパックでは、様々な段階・

立場・場面で、震災復興に向けて微力ながら

支援をさせていただいております。そのーつ

に被災マンション復興支援があります。

震災は、兵庫県下約 5,300棟といわれる分

譲マンションにも多大な被害をもたらしまし

た。新聞などでは円9%は再建のメドがつい

た」とされており「残り1 %には区分所有法

の抱える問題点が凝縮されている」と報道さ

れています。私どもが支援させていただいて

いるHマンションは、その後者に属し、不幸

にも「建替え決議無効確認請求」の訴えがな

され、現在、公判途中です。

被災後の取組と対立の深まり

住戸90戸と公共施設との合築で、築後約30

年を経過しているHマンションへのアルパッ

クの支援は、被災後約 1年を経た平成8年4

月にさかのぼります。

被災直後、管理組合が中心となって現建物

の施工会社や直後に相談を受けたコンサルタ

ントの協力を得て、復興に向けた話し合いが

進められ、平成7年10月に「建菩え方金÷」が

決議されておりました。しかし、手続きや強

引な建替え誘導などを理由に、補修を希望さ

れる方々との対立が深まっていました。

事態を改善の方向を探るため管理組合が"

こうべすまい・まちづくり人材センター"に

コンサルタントの変更を相談され、アルパッ

クが復興支援のために派遣されることとなり

ました。

損傷状況調査と建替え案・補修案の検討

「建替え」か「補修」かを決定するのに、

まず、建物の損傷状況を確実に把握する必要

を指摘し、管理組合の臨時総会で、構造診断

調査を専門機関に依頼することを決議し、調

査を行いました。併行して、毎週士曜日の復

興理事会やアンケート調査で、住民の方々の

状況、復興方法の意向、抵当権の状況や資金

調達の目途などを把握しながら、建替え案と

補修案とを再度並行し煮詰めていきました。

建替え案では、現建物が容積率オーバーに

よる既存不適格であるため「総合設計制度」

や「震災復興総合設計制度」を活用した建築

計画案、概算資金計画、住宅金融公庫を利用

した際の返済額試算、抵当権の抹消などを検

討していきました。特に、高齢者の方が多か

つたので「高齢者向け不動産処分型特別融資」

活用の可能性や公庫の融資相談会、仮設住宅

や民問賃貸住宅家賃負担軽減制度などを活用

した仮住まいの確保、建設費以外の諸費用な

どについても検討を深めました。

補修案では、構造診断調査により適正な補

修や補強を行えば復旧できることを確認し、

「共用部の補修概算費用」、築後約30年間一

度も設備関連の修繕が行われていなかったた

め「機械設備等の大規模修繕のための費用」、

被災程度別の「専用部分のモデル補修費用」

を検討しました。また、住宅金融公庫を活用

した場合の返済額の試算、補修後の中期保守

計画、補修でのバリアフリー対策などについ

ても検討を深めました。

以上の検討結果を、復興理事会、復興ニュ

ースなどで情報提供しながら、全体集会で、

中塚
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両案の「メリット・デメリット」、合意形成

に向けた「しがらみ表」、正確な情報を共有

するための「問違い正し」などを行いながら、

出来る限り全員参加により、対立する意見の

相互認識と相互理解に最大努力しました。

建替え方針の決定

復興方針の決定に向けて、法的根拠を明確

にするため、弁護士会・不動産鑑定協会・税理

士会・建築家協会・司法書士連合会等で構成す

る「阪神・淡路まちづくり支援機構」より紹介

していただいた不動産鑑定士に、管理組合が

鑑定を依頼し「2分の 1を越える滅失」が判定

されました。さらに、方針決定及び合意形成

に向けた進め方Uレールづくり)、融資相談に

よる資金調達の再確認、このままいけばどう

なるのか等を検討し、各々の権利者の判断材

料としていただきました。そして、平成9年

4月管理組合の臨時総会にて「建替え方針の

決定」が、 4/5以上の賛成で決議されました。

建替え決議に向けて

建替え方針の決定を受け、区分所有法にも

とづく「建替え決議」に向け、建替え決議の

4項目(再建建物の設計の概要、費用の概算

額、費用の分担に関する事項、区分所有権の

帰属に関する事項)を検討するとともに、抵

当権抹消の金融機関との個別協議、近隣への

説明、施工会社数社の概算見積提出、司法書

士の協力による各種登記手続き(相続等)な

どを進めていきました。この間にも復興理事

会を中心に反対者との話し合いが試みられま

したが、成果を得ることが出来ませんでした。

震災マンションの復興と通常の再開発との

大きな違いは「時問との戦い」です。住めな

い人がおり、仮住まいとの長期の二重生活、

公費解体等の特例の打ち切りなど、管理組合

として最終の決断を下す時期との判断により、

平成10年9月臨時総会を行い「建替え決議」

が4/5以上の賛成で可決されました。

建替え決議以降の取り組み

しかし、残念なことに「建替え決議」から

2週間後、反対者の一部から「建替え決議無

効確認請求」が提訴されました。

一方、賛成者及び決議時点では反対で催告

により参加された方々で再建組合が設立され

ました。再建組合では、現段階ではデベロッ

パー等の資金的協力力新昇られないため、転出

者の所有権買取り費用、裁判関連費用等のた

めの「再建基金」設立の必要に迫られました

が、再建組合理事会の努力と全員の一致団結

により予定していた基金総額 1億円を確保す

ることが出来ました。その後、弁護士、司法

書士や不動産鑑定士等の協力を得ながら法的

な手続きが進められています。

何が課題であったのか

被災マンションの復興に関する課題につぃ

ては、「区分所有の未成熟」「区分所有法の

不備(特に、費用の過分性、売渡請求の時価

等)」「補修に対する技術や理論の未整備及

び公的支援の不備」「建替え及び補修に関す

る適正な情報提供」「意見調整と合意形成に

対する専門家の適切早期の支援」「損傷度・

老朽度に関する第3者機関と費用助成」「通

常時の管理組合における自主的な管理運営

組織連帯の意識」などが上げられます。

特に「初期段階の適切な状況把握、公正な

判断手順の指導、正確な情報の周知徹底」が

合意形成とそれに要する時間に多大な影響を

与えること。さらに「対立する意見に対して

感情的にならず、相互に相手の意見を理解し、

話し合いの結果、決定した事柄には全員が従

う」ための方法やルール「文化」づくりを、

専門家を含め住民・地域組織が学習、構築し

ていく必要があると痛感しております。

(大阪事務所なかつかはじめ)

1998年11月1日
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アルパックニュースレター NQ92

10月17日に名古屋都心の隣接地である白壁

地区に「白壁アカデミア」がオープンしまし

た。今回は、当初の頃から参加してきた「白

壁アカデミア」について近況をご報告します。

白壁アカデミアは、市民がつくる市民塾と

して、「市民大学院」のレベルを目標とした

新しい知の創造拠点をめざしているものです。

白壁地区というのは、名古屋都心の北東、

名古屋城の東にあり、江戸時代には中級武士

の武家屋敷でした。明治以降には日本の発明

王といわれた豊田佐吉をはじめ関係の方々や

日本の女優第1号の川上貞奴、陶磁器卸商な

ど名古屋の近代を支えた人たちが住んだ所で

す。戦後には、これら邸宅のいくつかが企業

の厚生施設などになりました。現在でも 500

坪前後の敷地を持つ和洋折衷の近代建築住宅

や料亭などが残る地区となっており、名古屋

市の町並み保存地区に指定されています。周

辺には古くからの学校も多く、都心に隣接し

た閑静な文教・住宅地区としてのイメージを

持っています。

しかし、最近では建物の老朽化や相続税の

問題などによりマンション化が進んでいます。

特にここ数年の問に、この地区の近代建築が

取り壊しやマンション化される計画が出てき

名古屋都心の隣に新しい知の創造拠点

ており、街並み保存や近代建築の保存の面で

は大きな転換点に立たされています。

これまで、名古屋市内でも近代の士木・建

築遺産を保存し、活用していこうということ

は進められてきました。また、街並み保存地

区として、個人や企業の所有する建物を文化

財として保存してきています。しかし、文化

財の指定には至らないような住宅などは、保

存の道がなかなか開けてきていません。

一方、大学は最近の少子化の動向に対して

強い危機感を持っており、郊外の要塞化した

キャンパスでの教育だけでなく、社会人教育

や産学連携などを求めて、都心にサテライト

大学院などを設置する動きが出てきています。

都市のサイドからも、都心には知的創造拠点

や知的インフラが必要ではないかという視点

から知的交流サロンを望む声がありました。

これらの動きが重なり合った中で、街並み

保存のために近代建築を活用し、知的創造拠

点をつくろうとしたのが白壁アカデミアの始

まりでした。

当初の平成9年頃は、大学関係者と行政、

まちづくりコンサルタントなどが集まり、何

をどのようにしてやろうかと夜毎の会合を開

き、その輪を地元などに広げていきました。
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そこでは、かつての江戸の私塾のように、先

生・生徒という関係ではなく、互いが膝突き

合わせ教え学びあう場をめざしました。また、

カルチャースクールや単なる知識を学びあう

のではない、頭と手と心の知を探求する専門

性のある大学院をめざしました。さらに、知

の探求が与えられたものではなく、自らがテ

ーマを設定し学び教えることができる市民に

よる市民のための市民塾をめざしました。

このような経過を経て、一人ひとりが市民

として参加し、白壁アカデミアをつくったの

です。白壁アカデミアのめざすところは、①

社会人と大学人の共同で、②講師も塾生も共

に育つ場として、③頭・手・心の統合による、

④平成の義塾(市民立の学校)を市民の手で

つくり上げ、⑤キャンパスはまちなみ保存地

区・白壁とした「知緑と共育」の場を市民の

手によってつくり上げることです。

カリキュラムは、 21世紀の知をテーマにし

た公開りレー講座と市民大学院としての研究

講座、まちなみ保存について考える白壁の歴

史と未来研究会の3つからなります。

10月17日の設立記念講座&記念シンポジウ

ムでは、前名古屋大学総長で愛知県芸術文化

センター総長の加藤延夫先生が「真の知性と

はいかなるものか」として基調講演を行い、

谷岡郁子中京女子大学学長をコーディネータ

に小栗宏次愛知県立大学教授、舞踏家の中尾

貴子さん、伊藤晴彦ATデザイン代表がパネ

リストとして、「知の効用と快」"遊びと学

びと人生と"をテーマに行われました。台風

の接近する雨の中、 170人ほどの方が集まっ

て下さいました。

白壁アカデミアでは、 10月末以降に始まる

研究講座の塾生や知恵・行動・財政のポラン

ティアである塾友、賛助会員を募集しており

ますので、興味のある方はふるってご参加下

さい。

1998年11月1日

コタグデーインドネシアの

まちなみ保存運動

都市環境デザイン会議・関西グループσ

UD D とガジャマダ大学(インドネシア)

共催によるセミナーに参加しました。そのー

部を紹介します。今回のセミナーでは、ジャ

ワ島の中央部ジョグジャカルタとバリ島の農
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(名古屋事務所

山村が主な訪問地です。

ジョグジャカルタの市街地は、 16世紀以降、

王朝、オランダ植民地時代を経て、変化して

きています。今回のセミナーは、早朝から市

内のいくつかの地区を踏査した後、夜はコタ

グデ(Kola Gede)という一種の伝建地区でイ

ンドネシア風レセプションがあり、次の日は

早朝から夕方まで、日本・インドネシアの双

方からプレゼンテーションと意見交換をおこ
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違いはないという説もあります)の構造的特

徴などの紹介があり、近代化の中で、どうや

つて保存して行くかといったプログラムにつ

いて説明がありました。このコタグデ地区全

体を国民的な文化遺産として、物的、空間的

に保存する活動を展開していました。多言語、

多民族のインドネシアにおいて、イスラム的

な生活様式やアイデンティティを残しながら、

グローバルな近代化の流れにどう追随してゆ

くかということが大きな検討テーマだと感じ

ました。

明治以来、キリスト教的近代社会の一員た

るべく、イギリス化やアメリカ化を目標とし

た、我が国の近代化(西洋化)モデルの長短を

再評価する必要を強く感じたセッションでし

た。

セミナー全体の紹介は、いずれJ UD 1 の

ホームページなどに掲載されるでしょうから、

詳細はそちらを参照してください。またバリ

・ジャワの集落構造については「神々と生き

る村・王宮の都市」(鳴海邦碩、田原直樹、
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道路(ガング)空周;道路沿いは
3m程度の壁によって閉鎖的な通りとなっている

なうという激しいセッティングでした。主要

な論点は、近代的な開発トレンドの中で、歴

史的な環境や景観をどぅ守って行くかという

古くてあたらしいテーマに収斂しました。

セミナーでは、日本側からは中山道や奈良

の事例を紹介しつつ、戦後の急激な高度経済

成長と工業化社会の進展する中で、街並み保

存、ナショナルトラストなどの市民活動が展

開され、公共側でも建設省のHOPE計画な

ど建築・住宅政策へとつながってきたことが

紹介されました。一方インドネシア側からは、

ジョグジャカルタの市街地形成の歴史や、そ

れぞれの時代における都市・集落(概念的な
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アルディ

ました。

(大阪事務所

改革開放は今一中国訪問、印象記

高田剛司

共著)を参考にし

去年に引き続き、今年も 8月29日から 9月

4日の 1週間、件b 日本都市計画学会関西支

部の国際交流委員会による視察団(団長:鳴

海邦碩・大阪大学教授)に参加しました。 今

回は、改革開放路線を進め、経済発展の著し

い中国南部の都市く厘門(アモイ)、泉州、広

州>と、今年7月に中国返還一周年を迎えた

香港を訪問しました。

私の中国訪問は、 2年半前に上海、杭州、

蘇州を旅して以来でしたが、実際に訪れてみ

て、特に印象に残った 3点をご紹介します。

まず1点目は、高層マンションの建設戸数

が非常に多い点です(写真 1)。香港はとも

かく、厘門、泉州、広州でも数多く目にしま

したが、建設途中の物件が多く、完成してい

るマンションも果たして実際に居住している

のか、生活臭がほとんど感じられませんでし

ほりぐち

た。現在の中国は、「社会主義市場経済」を

導入しており、門夕H莫の私にはその仕組みが

わかりにくく、人々がどのように住宅を取得

するのか、所得階層はどぅなっているのか、

華僑の役割はどぅなっているのかなど、帰国

後の宿題が山ほど残りました。

2点目は、マクドナルドの多さです。日本

では、主な駅前には必ずある、というくらい

数多く出店されていますが、中国でも訪れた

都市では、街中を歩いているとよくマクドナ

ルドを見かけました(写真 2)。確か10年ほ

ど前に、 fはじめて北京にマクドナルドが出

店」というニュースが伝えられたと思、います

が、中国の子どもも今や、大好きな食べ物は

ハンバーガーのようです。中国における食文

化も、グローバル化が進んでいることを実感

しました。

3点目は、今年の7月6日に開港した香港

のチェク・ラップ・コック新空港についてで

す。開港からなにかとトラブル続きで話題と

なっていますが、関西国際空港に比べてコン

パクトさにやや欠けるかなといった感があり

ました。出国審査ゲートから出発ゲートまで

の距離がかなりあり、動く歩道はありました

が、ずいぶんと長く歩いた(歩かされた)感

1998年11月1日
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再開発による高層マンションの建設(広州)
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ラップ・コック新空港の搭乗ゲート(香港)

_一塞=ー

"ヅ

＼'、

y
,戸

J ,1^ι,ナ

』'゛"す長",

§ン太
^

ゞ
」".] "ゞ>、

真4:日本では天然記念物のカプトガニも
中国では食材に(唖門)

じがしました(たまたま出発ゲートが遠い所

であったこともありますが)(写真 3)。

総じて今回の訪問では、香港よりも中国本

土の都市に勢いを感じ、かつ大規模な開発が

進んでいる、という印象を持ちました。

最後に蛇足ですが、コロンス島のレストラ

ンでは、よくカブトガニを見かけました(写

真4)。残念ながら食す機会を持てませんで

したが、次回その機会があれば、ぜひ「うま

いもの(?)通信」に投稿したいと思います。

(大阪事務所たかだたけし)

界的広がりの中での都市の機能と個性」をテ

ーマとする2つの分科会で将来のまちづくり

の方向性が議論されました。そして、これま

でのような成長を基調とする方向から、地域

に根ざし、コミュニティを重視した、環境と

共生する、豊かで活気のあるまちづくりを目

指す「21世紀のまちづくり宣言」が出されま

した。

この会議の中で、まちづくり事例のーつと

して「三田市民フォーラム」の成果が報告さ

れました。これは、国際会議に先立って三田

市で行われた市民参加によるフォーラムで、

三田市民の中から希望者を募り、生活の視点

から20年後の三田のあり方を老えるというワ

ークショップです。市民37名、市の若手職員

6 名、支援プランナー19名が集まって 2 ケ月

間で4回のワークショップを行いました。

私がお手伝いしたチームでは、「一人一人

がライフデザイン」をテーマに、各自が理想

の三田を思い浮かべ、 fそのために自分がで

きること」を考え、実際に取り組んでみまし

た。例えば、 Aさんは「新住民と旧住民が交

流・融和できるまち」という理想像を考え、

そのために自分が出来ることとして、実際に

農村部に出向いて意見交換をされました。そ

の結果、新旧の双方が互いに関心を持ってい

ることやニュータウンも農村も高齢者がまち

を守っていて高齢者同士の交流が重要である

ことなどを発見されました。
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劉世紀の都市はち)づくり三田国際
会議とライフデザイン市民フォーラム
に参加して

岡本壮平

7月 H ・松日、兵庫県立人と自然の博物館

にて「21世紀の都市(まち)づくり三田国際

会議」が開催されました。この会議では、

「明日の都市づくりパラダイムj を総合テー

マに、「育むコミュニティと環境」及び「世
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単に意見を出し合うだけでなく、実際に取

り組んでみたことで、それまで知らなかった

ことを発見したようです。フォーラム終了時

には「自分が出来ることを少しずつでも実践

することが自分自身のライフデザインの始ま

りなんですね」と笑顔で話して下さいました。

「人がいて街がある、人が変われば街も変わ

る」という可能性を垣問見ることができまし

た。住民参加の意義もそういう所にあるよう

に思います。

(大阪事務所おかもとそうへい)

施設が誕生しました。

「ガレリアかめおか」。市の中央生涯学習

センターとして池原義郎氏の設計で建設され

たユニークな外觀の施設で、「道の駅」にも

認定されており賑わいを見せています。生涯

学習センターとしてこれほど多機能・大規模

なものは他に例もなく、生涯学習をまちづく

りの中心に位置づける亀岡市の姿勢が窺えま

す。

まず中に入って、一際目をひくのがガラス

とトラス、で構成された三日月形のロビーギャ

ラリーです。ここはそのままイベント・スペ

ースとしての多目的な活用が考えられている

明るく開放的な大空問。浮かんでいる直径3.9

mの大地球儀は、亀岡市から息吹く生涯学習

活動力壮也球規模で拡がっていくように、との

願いが込められているそうです。星形屋根の

コンベンシヨンホールは1,500人も入れる大ホ

ル、 1階レベルの和風庭園はそのまま屋上

に続いてハーブガーデンに...等々、建築物と

しても表情豊か。色使いや各種設備にも細か

い配慮が感じられます。

さて諸室を巡りますと、生涯学習はナンで

もあり。パソコンが並んだ梅岩塾、陶芸・エ

作・料理実習・創作の4室からなる工房に市

民サロン、合計6室もの研修室に企画展示室、

その他に宴会・結婚式もOKな大広間、チャ

ペルだってあります。図書室&こども図書室

はAV機能がかなり充実していて、 2室をつ

「ガレリアかめおか」を見学して

廣部出

亀岡市は現在人口約9.6万人、京都市に隣接

する、山々に囲まれた田園風景が美しいまち

であり、また、尊氏、光秀、梅岩など、時代

の転換を促した諸人物ゆかりの土地です。因

みに、私は小学校2年生の秋まで亀岡に暮ら

し、そのご縁もあってか、現在、亀岡市の新

しい総合計画策定のお手伝いをさせて頂いて

おりますが、歴史は必ずしも繰り返しません。

とまれ、同市は昭和飴年に関西では初めて

「生涯学習都市」を宣言、以来、市民の生涯

学習需要を押し広げ、支えていく仕組みづく

りを進めておりそのー・環として、去る 9月5

日、新しい亀岡市のまちづくりの契機となる

1998年11月1日
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片一●片卜艦
,デ詐啼含

明るい喫茶スペース:ちょうど三日月の片端です

なぐ通路の窓際にはりツチなAVブースも。

機能面での大きな特徴のひとつが、在宅福

祉サービスの中核施設としてのエイジレスセ

ンターを併設していること。ここはホームヘ

ルプにデイサービス、在宅介護支援、機能訓

練などを担っているだけでなく、託児室とプ

レイルームや大浴場(日だまりの休憩室付き)

もあって、市の全世代交流の拠点ともなって

います。

その他にも物産市場やゲートポール場、イ

ベント広場など、まさに盛り沢山。それに、

年内はオープニング・イベントが目白押しとな

つております。せっかくですので、お運びの

際には、スケジュールなどご確認の程を。

(京都事務所ひろべいずる)

※:部材が三角形を単位とした構造骨組みのーつ。

部材の節点がすべてピン接合となっている。

顎't""ξX.ゞ

高齢化・低成長社会の21世紀を迎えるに

あたり、これまでの高度成長時代のまちづく

りから大きくパラダイムを転換することが求

められています。"まちづくり"を都市工学

や建築・土木などのハード面だけでなく、環

境・福祉・教育・文化といったソフト面から

とらえる試みや、社会的マイノリティといわ

れる高齢者・女性・子ども・障害者・外国人

^

これが地球儀のオブジエ

などがかかえる課題を積極的に受けとめた試

みなどが各地で行われていますが、新たな文

化、新たなコミュニティの創造に向けて、こ

れらの試みの交流を図ることが大切ではない

でしょうか。

1、まちづくり交流フォーラム」(以下フォ

ーラム)は、このような理念のもとに活動し

ている団体です。アルパック名古屋事務所で

は、フォーラムと出合い、その趣旨に賛同し、

会議スペースの提供、企画への参加など事務

局活動をサポートしております。フォーラム

の具体的な活動内容は、愛知・岐阜・三重の

東海三県をはじめ、全国でまちづくりに取り

組む様々な人たちを中心に、研究者、行政、

企業関係者、学生、一般市民などが参加する

オープンな研究集会の開催を軸としています。

研究集会は三年計画で開催し、初年度の今年

は、「出合しU 、次年度は「ディスカッショ

ン」、最終年度は「提言」をコンセプトとし

ています。この研究集会を終えると、フォー

ラムは解散します。さて、このような大規模

な集会は、この地方では初めてに近い取り組

みだけに、ネットワークの形成など、各種試

みの活性化が期待されます。以下に1998研究

集会の概要を記します。コンセプトは「出合

い」です。 Hものテーマの分科会を設け、様

々な事例報告や各地でご活躍の方々に多数参

加して頂きますので、ご期待下さい。詳しく

は事務局まで。
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「まちづくり交流)オ・ラム研究集会」
の紹介
-21世紀への市民からのメッセ・ラー
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1998研究集会プログラムの概要

日時: H月29日(日) 10:00~17:00

場所:名古屋市公会堂ほか

タイムテーブル

第 1 部 ao :00~ 12:00)

0基調報告「今まちづくりとは」(中田實
まちづくり交流フォーラム代表)

0特別報告「市民が作る復興計画一阪神淡
路大震災の教司山(今田忠阪神淡路コミュ

ニティ基金代表)

昼食交流会 a2:00~13:3の

第 2 部(13:30~17:0の分科会

くまちづ<り交流フォーラム事務局連絡先>
052(238)1600

(名古屋事務所ふくいひでき)

全国町並みゼミ京都ミニゼミ『まち

を活かす新しい動き」を開催します

アルパックプラネット8号発行

プラネット編集委員会

全国で町並み保存に取り組む自治体関係者、

研究者、住民組織が集まり、町並み保存問題

を中心に情報交換している「全国町並み保存

連盟」、「全国町並み保存連盟関西ブロック」

の主催で、京都ミニゼミ『まちを活かす新し

い動き』が開催されます。開催内容は次のと

おりです。詳細については事務局まで。

開催日時:10年11月14日(土)
たついけ

場所:元龍池小学校講堂

京都市中京区両替町通押小路下る金吹町

452 (地下鉄「烏丸御池駅」から徒歩 1分)

報告団体

0(社)奈良まちづくりセンター

0あいの会「松坂」

0西陣活性化実顕地をつくる会

ゼミ概要:3団体の先進的な取り組み報告後、
ワークショップ方式で会場を巻き込んで意

見交換を行います。

参加費用: 1,000円

<事務局・問い合わせ先>

京都事務所石本幸良

アルパックの技術情報交流誌『アルパック

プラネット8号』を発行いたしました。今回

の特集テーマは「福祉とまちづくり」です。

2000年4月から介護保険制度が発足します。

その時点で国民の約60%が被保険者(40歳以

上)となります。読者の皆さんにも介護保険

制度は無縁のものではなく、将来の生活の質

を担保するものといえるでしょう。そこで、

現場で介護サービスを提供している坪山孝氏

(るうてるホーム総合施設長)にお話を伺い

ました。その他掲載内容は次のとおりです。

現場から見た介護保険時代の地域福祉
都市近郊農村のマーケティング戦略

まちづくり活動とワークショップの活用

農業農村整備のパラダイム転換

密集市街地整備の新たな方向

交流拠点の益子駅舎と福祉施設で駅前整備
新市街地開発都市デザインの潮流と展望

技術移転組織の現状と展開の方向

大阪湾における環境保全創造に向けて

中部地域の21世紀の活路

標準設計と公共工事積算に係る課題の解決
デンマークの障害者にやさしいまちづくり

まちに時を刻む歴史の継承

問合せ先:大阪事務所企画推進部中村孝子

1998年11月1日
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アルパックニュースレター NQ92

おおやふれあい市民農園農事通信

拝啓収穫の秋食欲の秋いかがお過

ごしでしょうか。先日、兵庫県大屋町の

棚田'へ稲刈りに行きました。何せ潮の香

りと米つぶを愛する私は、無農薬のご飯

を口にしたく、稲刈りのお手伝いとなっ

たのです。そのおすそ分けをお届けした

くて筆をとりました。

さて、米つぶは偉大だと思、いませんか

?主食になるかと思えば、お酒もお酢も

おせんにもなるんですから。その米つぶ

を育てるお百姓さんはもっと偉い。その

お百姓さんを一喜一憂させるお天道様は

かなりすごいよ。そんなすご者達に育て

られた米つぶは粗末にできるはずがあり

ません。お茶碗に残った、お弁当箱の蓋

にくっついた、ご飯つぶはますます残せ

なくなりませんか?

そんな米つぶは、お天道様の汗とお百

姓さんの汗を象ってあんな形をしている

のでしょうか?ご飯つぶを口に運びなが

ら、やはり米つぶが汗の形に思えてなり

ません。

陽を浴び、風に揺れ、水音をBGMに

して実った無農薬大屋米は、コシヒカリ、

ササニシキに負けません!?右にご賞見

あれ。

NO.3
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お弁当箱に入ったおにぎり
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棚田の礎となっている蛇紋岩。大屋米は蛇紋岩
のミネラルを豊冨に含んでいる。

※:大屋振興公社は棚田オーナー制度を設けて、指導員の下、近郊都市からのオーナーが田

植えから稲刈りまでを体験し、楽しむ。作業後、ペンション鶚翠のお風呂につかれるのも楽し

みのひとつ。

、

弔

よ

血垂

洲春曳翫

敬具

(中西由起通信員)

右が当棚田のオーナー、後方が今年の収穫
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新刊旧刊書評紹介

ディヴッ

『 H A

HAL とは映画「2001年宇宙の旅」に登場

する、自分で考えることができるA I (人工

知能)を備えたコンピュータです。

1968年に制作されたこの映画は、 S Fであ

りながら、 2001年の世界を可能な限り緻密な

技術考証に基づいて構築したとされています。

映画に登場する技術のうち、人工冬眠装置

など、 2001年までに到底完成し得ないことが

明白なものはともかく、映画の主人公の一人

であるHAL自身が、まだまだ夢のマシンで

あることを実証しているのがこの本です。

コンピュータの業界には「ムーアの法則」

というものがあるそうです。日く「半導体の

集積度は18ケ月で倍になる」というもので、

単純に考えればコンピュータの性能が3年で

4倍になることを表しています。実際にここ

十数年問もこの法則は守られ続けており、こ

れを超えるぺースで進化をしてきている例も

あるようです。また、コンピュータによる画

像認識、音声認識といった要素技術はHAL

に近づくレベルに到達しているようです。

ではなぜHALは実現できないのかと老え

ると、それはこの映画製作に関わった人々を

はじめ、 60年代当時の人々が、 A I、つまり

人間の思考過程を過小評価していたというこ

とが考えられます。

家電製品やPCソフトのキャッチフレーズ

としてA 1 という言葉が連呼された結果、 こ

の言葉自体にある種のインチキ臭さが漂って

しまいましたが、実際、 A 1の実現は暹か彼

方にあるようです。

ニンピュータが「プランニング・判断」す

るには大変な労力を要するということが明ら

ド・ G ・ストーク編(日暮雅通・監訳) 早川書房:1997年7月

ヒ伝説一2001年コンピュータの夢と現実』
紹介武田宏

かになりつつ

あると、この

本では最近の

研究成果を紹

介していま

す。例えぱ、

コンピュータ

にブロックを

指定した順番

に積み上げる

1998年11月1日

'

作業をやらせ

るには、ブロックが最初にどんな状態で置い

てあるかということから、ブロック同士の摩

擦、積み上げる途中で落下する可能性など

「ラプラスの魔」的な初期条件のインプット

が必要となるそうです。

人間は、不十分な情報からでも、過去の経

験や周囲の状況などを勘案して、より適切な

判断をすることができますから、その点では

非常にインテリジェンスな判断システムを持

つているといえます。

もちろん人間は問違いをおかしますが、人

問同士が互いにそのことを認識しているが故

に、それが大事につながることは希有です。

「コンピュータは絶対に間違いをおかさな

い」というのはHALの大前提であったので

すが、この条件のもとで、 HALは殺人にま

で及んでしまいます。

生活のあらゆる面に浸透してきたコンピュ

ータですが、彼らが「ほどよい間違い」をお

かすまでは、人間がA 1の登場におびえるこ

ともなさそうです。

(大阪事務所たけだひろし)
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アルパックニュースレター NQ92

地域資源を活用した倉吉のまちづくり

三木健治

ちかど

三本松の松原に錘い下りた天女が、漁夫に

羽衣を奪われそうになるが、哀願して返して

もらい、天に上っていくという羽衣伝説は、

全国いたるところで語り継がれています。

鳥取県倉吉市にも羽衣伝説が伝えられてい

ますが、当地の伝説は一風変わっています。

水浴びに山のふもとに舞い下りた天女が、農

夫に羽衣を奪われ、その農夫と結婚して二人

の子供をもうけるのですが、後年、羽衣を探

し出し天に帰ってゆきます。残された子供は

悲しみ、山に上って、母が好んだ鼓を打ち、

笛吹いて母を呼んだというものです。このこ
うちぶきやま

とからその山は、呼丁吹山』と呼ぱれるよう

になりました。その吽丁吹山』のふもとで、

現在、地元有志の方が中心となって、地域資

源を活用したまちづくりを展開しています。

この地域は、古くから城下町としてひらけ、

現在も、幅二間ほどのせせらぎに沿って白壁

士蔵群が立ち並んでします。また、まちの随

所に古い商家が残っており、その街並みに当

時の面影をみることができます。その街並み

の修景を行うとともに、 3ケ所の土蔵を改修

して、士産品、手作り品、地ビールの販売、

またイタリアンレストランや郷士玩具の「は

こた人形」の工房など多彩なお店が入居した

店舗として再生しています。これらの店舗は、

地域イメージを創り出している赤い瓦から

「赤瓦」と呼ばれています。

倉吉市のまわりには、三朝温泉など多くの

観光地がありますが、それまで多くの観光客

は倉吉市を素通りするだけでした。しかし、

現在、この街並みと、もてなしを楽しもうと

多くの人が訪れるようになってきています。

現在、全国各地で中心市街地の活性化に向け

様々な取り組みが行われようとしていますが、

地域がその地域の持っているものを十分に把

握することが重要だと倉吉は教えてくれてい

るようです。

さて、倉吉の方は、今度、どのような鼓や

笛を打ち鳴らすのでしょうか。

(京都事務所みきけんじ)
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アルパック獣)地域計画建築研究所
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・京都,Ⅱ膓所

.大阪心郁所

.私占屋喫務所

・東京,Ⅱ楞所

0九州嘔疹所

元醤油蔵で展開されるイタリアンレストラン
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〒600-8007京都市下京区四条通り高倉西入ル立売西町82・大和銀行京都ヒル6F/TEL(075)221-5132 FAX(0乃)256-1764

〒540-0001大阪市中央区城見1-4-70・住友生命OBPプラサヒル巧F/TEL(06)942-5732 FAX(06)941-7478

〒460-0008名古屋市中区栄3・帽・1・ナティアパークビジネスセンターヒル13F/TEL(052)265-240I FAX(052)249-3925

〒160-0022東京都新宿区新宿2-5-16・霞ヒル401/TEL(03) 3226-9130 FAX(03) 3226-9560

噛リL州j也域,1'1師研究1.斤〒810-0001福岡市中央区天神1・巧・35・ホンダハピエ5F/TEL(092)7317671 FAX(092) 731-7673
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